
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ梅雨の季節です。雨の日が続くと、少し気

分も沈みがちになりますが、そんな時期に私たちの目

を楽しませてくれるのが紫陽花（あじさい）です。紫

陽花は、土壌の pH（酸性度）によって花の色が変わる

ことや、花びらに見える部分が実は

「ガク（装飾花）」であることなど、

知れば知るほど不思議で面白い植

物です。私は大学生の頃、車の CM

ソングとして流れていた原由子さ

ん 

 

 

 

私が子どもの頃、虫対策といえば蚊

取り線香くらいでした。しかし、時代

とともに虫対策として「肌に塗る虫よ

け」が使われるようになりました。ところで、この虫

よけには主に二種類あることをご存じでしょうか。 

まず、50年以上の歴史を持つ「ディート」です。防虫

効果がとても強いのが特徴ですが、12歳未満のお子さ

んには使用回数の制限があります。もう一つは、2015

年に日本で認可された「イカリジン」です。年齢制限 

 

 

 

 

お子さんの爪切り、ハラハラしながら進めていませ

んか？実は、爪の切り方ひとつで、巻き爪や炎症など

の痛いトラブルを防ぐことができるんです。ポイント

は、白い部分を少し残してまっすぐ切る「スクエアカ

ット」。両端の角だけを軽く丸めることで、肌への食い

込みを抑えられます。時に足の親指は深爪に要注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んの『あじさいのうた』を聴いて以来、この曲がずっ

と心に残っています。しっとりと雨に濡れた紫陽花を

眺めていると、そのメロディとともに、移ろいやすい

人の心や、その先にある小さな希望を感じることがあ

ります。皆さんも道端に咲く紫陽

花を見かけたら、少し足を止め

て、この時期ならではの風情をそ

っと味わってみてはいかがでし

ょうか。 

 

 

 

 

がなく、赤ちゃんにも安心して使えるのが長所です。

野球にたとえると、ディートは「威力抜群だけれど使

う場面を選ぶ剛腕投手」、イカリジンは「どんな場面で

も頼りになる技巧派投手」といったところでしょうか。

「奥深い山へ行くならディート」 

「日常の散歩ならイカリジン」と

いうように、状況に合わせて最適

な虫よけを選んでくださいね。 

            （院長） 

 

 

 

 

炎症の原因になりやすいため、慎重に行いましょう。 

赤ちゃんは授乳中やお昼寝タイムなど、リラックスし

ている時が狙い目です。自分で切り始める頃は深爪に 

なりやすいので、正しいケアを教えながら、

親子で向き合う穏やかな「ふれあい時間」

として楽しんでみて下さいね。 （みかん）        

虫よけマウンド、誰に託す？ ～剛腕ディート vs 技巧派イカリジン～ 
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院長コラム 
 

 

 

 

 
 

知っていますか？トラブルを防ぐ「正しい爪切りのポイント」 

 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子で賢く、健康的に間食を楽しみましょう 

おすすめの本の紹介 

雨の日がちょっと好きになる傘 

 

梅雨の季節ですね。雨の日も元気に過ごせるよう、体調に

気をつけていきましょう。気になることがあれば、いつでもお気

軽にご相談くださいね。                   (カカポ） 

おすし屋さんや美容 

師さんの“仕事の裏 

側”をのぞいてみませんか？道具や作

業の様子が細かく描かれていて、まる

でその場にいるような気分に。「こんな

仕事もあるんだ！」と、親子で楽しめ

る一冊です。        (ももたろー) 

 

間食の食べ過ぎは、食事が入らなくなった

り、虫歯や肥満の原因になったりします。その

ため、無理に禁止するのではなく、選び方や食

べ方を工夫することが大切です。例えば、小袋

タイプを選んだり、不足しがちな栄養を補え

る果物(目安は拳 1 個分)にしたりすること。

私も子どもに「お菓子を食べるなら、お皿に乗

っている分だけにしようね」と分けるように

したところ、自分で食べる量を意識するよう

になりました。大人が「皿に出す」「内容を選 

ぶ」姿を見せることは、 

良い食習慣の教育にも 

なります。親子で賢く、 

健康的に間食を楽しみ 

ましょう。    (桜) 

梅雨の季節におすすめしたいのが、晴雨兼用の

「岐阜和傘」です。江戸時代から続く伝統工芸で、竹

と和紙を用い、職人が一本ずつ手仕事で仕上げて

います。和紙に油を引くことで生まれる防水性は、雨

の日でも安心して使用できます。傘を広げた時の柔

らかな光の風合い、内側に広がる美しい幾何学模

様、そして繊細な竹の 

骨組み。実用性と美し 

さを兼ね備えた、現代 

の日常にも“映える” 

特別な一品で雨の日 

を楽しんでみませんか。 

(さんちろう) 

 

 

「しごとば」 

作・絵：鈴木のりたけ 

出版社：ブロンズ新社

社 

梅雨をテーマに

二人が一生懸

命描いてくれま

した。      

 

 
診察中、ご兄弟お預かりします 

当院では、診察のないご兄弟をお連れの

場合、診察中はスタッフがお預かりしてい

ます。絵本やパズルで楽しく過ごせるよう

工夫していますので、保護者の方も安心し

て診察を受けていただけます。どうぞお気

軽にお声かけください。       (りんご) 

子ども達のアート作品 

スタッフより一言 

はるきくん→ 

４歳 

↑ゆいとくん 

５歳 
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